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木瓜原遺跡古代製鉄炉            《草津市ホームページ抜粋》 
立命館大学びわこ・くさつキャンパス内の地下に保存されて

いる木瓜原（ぼけわら）遺跡の古代製鉄炉は草津を代表する貴

重な歴史遺産の一つですが、大学の管理上、常時は公開されて

いません。 

 

《解説》 

 木瓜原遺跡（ぼけわらいせき、7世紀末～8世紀初頭） 

 立命館大学びわこ・くさつキャンパス建設にともなう発掘調査

で、古代の生産に関する多くの遺構が見つかりました。 

土器（須恵器）の窯、製鉄炉、鍛冶炉、木炭窯、梵鐘鋳造の跡、

工房など、火熱を使ういろいろな生産を行っていたことが分かっ

ています。 

 製鉄炉は、地下の保存施設に調査時のまま保存されています

が、こうした保存例は全国的にも非常に珍しいものです。 

  

見学風景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

立命館大学びわこくさつキャンパスの見学 

  創造を育む２つのスポット 

地下に旧状のまま残された製鉄炉 

 

このグラウンドの下にあります 

 

（案内） 立命館大学 BKC 地域連携課 梅村 亮介 氏 
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大学のキャンパスにある図書館 

立命館大学の図書館は、1905（明治 38）年に私立京都法政大学（立命館大学の前身）に設置された図書

室を始まりとし、現在は 4つのキャンパスに 7つの図書館が設置されています。（うち２つは BKC） 

図書館は和洋図書、映像資料、各種データベース、電子書籍（e-book）などの多様な資料を提供し、立命館

大学の教育・研究活動を支える学術情報拠点施設として活用されています。 
 

 

 

 

 

 

 

メディアセンター 

メディアセンターは 1994年の「びわこ・くさつキャン

パス（BKC）」開設と同時に開館しました。自然科学系分

野を中心に蔵書を整備しています。地下には 35万冊収

容可能な自動書庫があり、館内の蔵書検索端末から操作

して 1階のカウンターに自動で運び出すことができます。

座席は約 900席あり、自習用の閲覧席、ラーニングコモ

ンズ「ぴあら」、グループで利用するセミナールームやプレ

ゼンテーションルームといった施設もあります。また館内に

は自習用のノートパソコンが 99台設置されています。 

メディアライブラリー 

メディアライブラリーは 1998年に開館しました。アクロ

スウイング 2階から 6階の中央部分に設置され、社会科

学系分野を中心に蔵書を整備しています。効率よく資料を

収納するため、3階から 6階には電動書架が多く配置さ

れています。座席は約 1,000席あり、各階に自習用の閲

覧席、2階にラーニングコモンズ「ぴあら」、3階にグルー

プで利用するセミナールームといった施設もあります。また

3階のマルチメディアルーム（名称 HIROBA）には自習

用のノートパソコンが 70台設置されています。 

 

メディアセンターでは理学、工学、情報科学、生命

科学、薬学分野の資料を中心に所蔵しています。 

 

メディアライブラリーでは経済学、スポーツ健康科

学、食マネジメント学分野の資料を中心に所蔵して

います。 

   メディアセンターとメディアライブラリー 

 

びわこ・くさつキャンパスの図書館      
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見学の模様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これは スゴーイわぁ！ 
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事後アンケートの記録 

立命館大学びわこくさつキャンパスの木瓜原遺跡の印象（アピールポイントと思うところは？）  

  ・意外 グラウンドに下にある古代製鉄炉  

  ・律令国家形成に関わっていた東山道の足跡    

    （近江国庁の一環としての遺跡） 

  ・７～８世紀初頭の遺跡、草津の歴史を肌で感じる 

・野路山・笠山の一帯は古代製鉄コンビナート 

（短期間であったが）田上の木材資源とともに保良宮・紫香楽宮・大津京を支えた製鉄コンビナート 

  ・近くにありながら、あまり知られていない遺跡  

  ・土器（須恵器）の窯、製鉄炉、木炭窯、梵鐘鋳造の跡 

  ・古代社会と現代の結びつき《観音寺のように期間を決めて特別公開》 

  ・（現代と）過去との遭遇 

   ・古代のコンビナートといえる製鉄・製陶の総合生産遺跡 

（瀬田丘陵地の中で製鉄と製陶が同じ敷地内にあること） 

 以上の視点をまとめて、次のキャッチフレーズは、いかがでしょうか？ 

『古代社会と東山道の足跡をしのぶ 隠された製鉄・製陶の総合コンビナート』 

図書館を見学した印象は？ 

１） 広さ・・・      

 

 

 

２） 印象に残る学生の利用状況 

 ・ほとんど全員の学生諸氏はノートパソコンを開いていた。 

・多くの資料のなかで、ゆったりと利用されている 

 ・PC、インターネットが主で、我々の時代の書籍から情報を得るやり方はすくなくなってきた。 

 ・「ぴあら」と名付けられた発話することが出来るルーム 

 ・学生にとってはリラックスした良いムード 

 ・一人で自習をする者、グループミーティングをしている者、仲の良い友人との談笑などさまざま 

 ・他の大学と同様の利用をしている 

 ・パラパラと数人程度しか見かけなかったが、一応、熱心に取り組んでいる様子を感じた。 

 ・図書館にもミーティングができるエリアが設けられ、人数によってテーブルの移動も自由なところ 

 ・蔵書の移動式ラック（保存されている冊数の多さ、取り出すための分類整理、コンパクトな収納） 

 想像どおり  

 想像をはるかに超えている  想像していたより少し広い

る 

 想像していたより狭い→０ 



 

 
 
23 

３) 聞いてみたいところは                            地域連携課様よりお答えをいただきました。 

Q１.各テーブルに、最新の機械を配置されていますが、維持費はどれくらいかかっていますか？ 

パソコンルーム設置していたノートパソコンのことと思いますが、こちらは情報システム部という別の部

門で、学内のものを一括で手配・設置および維持運営しておりますので、ご質問の意図である、図書館内

のみでは把握しておりません。 

  Q2.キャンパスの一般開放（地域との交流）・・茨木キャンパスとの比較等 

立命館大学のBKC以外の衣笠キャンパスや大阪いばらきキャンパスでも、そのキャンパス・地域の強み

を活かした交流活動が積極的に行われており、日常的にも地域住民の方がキャンパスを利用しています。

BKC でも、地域住民の方が図書館を利用できるように開放していることや、BKC スポーツ健康コモンズ

において格安でスタジオレッスン・プールの利用ができるよう地域の方にサービスを提供していることをは

じめ、様々な機会にキャンパスにお越しいただいております。 

  Q3.ここ（図書室）で、論文などをかんがえたり制作をする場所にしていますか？ 

 はい。そのような学生も多いと思います。 

  Q４．私立図書館ではあまり見かけない洋書や専門書の中身（傾向） 

大学図書館なので私立国立を問わず他の大学でも洋書や専門書はそろえていると思いますが、本学図

書館の蔵書数は全国私立大学の中でも多い方であると思います。詳細は図書館ホームページでも公開し

ております。（https://www.ritsumei.ac.jp/lib/f01/010/） 

  Q5.何をインターネットで調べているのか？ 

大学の学問分野は幅広いため、それぞれの学生は多様な研究テーマをもち、いろいろなことをインター

ネットで調べています。政府など公的機関や、大学が契約して学生に提供しているデータベースなど、様々

な情報がインターネットからアクセスできます。図書館では学生向けにガイダンスを行いインターネット利用

のメリット、デメリットや注意点などを伝えています。 

  Q6.一般の利用状況  

一般の方にしぼった利用統計はとっておりませんが、近隣の方が多いようです。ただ大学の図書館では

小説などエンターテインメント系の図書は非常に少ないので、そのような図書を求める方は近隣にある滋

賀県立図書館の方を利用されることが多いと耳にしております。 

  Q7. 利用者の学生全体に占める割合 

利用者とは一般利用者のことと思います、一般利用者数を数えたことはありませんが、BKC の学生・教

職員数は 1 万数千人になるので、一般利用者の割合はごくわずかと思われます。なお、2021 年度の

BKC図書館の延べ年間利用者は約 36万人、延べ貸出冊数約 9万 3千冊です。 

  Q８．図書館利用者の１日の平均利用（滞在）時間 

滞在時間については統計をとっていないため、把握しておりません。メディアライブラリーですと、1 日の

入館者数はのべ 1,000 人程度です。試験期の利用者数は多く、長期休暇中は少なくなる傾向がありま

す。また授業の合間に利用する学生も多いので、1 日に同じ人が出たり入ったりすることもございます。今

では図書館以外でも、キャンパス内各地に学生の自習するスペースがあり、そちらを利用している学生も

多いようです。 

４） もう１か所の見学を希望しますか？ 

 

 

                  

 
機会があれば参加したい 

是非とも見学したい 望まない 


